
遍照寺

誓昌院

大手門跡

太鼓門跡

交番
市民協働
センター
市民協働
センター

高札場跡

脇
本
陣
跡

本
陣
跡

市役所

池の側（外堀）

亀山西小学校
二之丸北帯曲輪・埋門

公園池

亀山城多門櫓

八幡神社
椋川

福泉寺

東町ふれあい広場

法因寺
左巻きカヤ

旧国道１号

亀山中学校
石坂門跡

藩校明倫舎跡

亀山市歴史博物館市立図書館

古城

本宗寺

梅巌寺

照光寺

竜川

京口門跡

道標

旧舘家住宅

善導寺

本久寺

至関宿
　野村一里塚

青木門跡

加藤家
屋敷跡

松並木

お城見庭園

JR亀山駅

至関
能褒野神社
一の鳥居

至亀山I.C

至津鈴鹿川

JR関西本線

JR紀勢本線

飯沼慾斎生家跡

飯沼慾斎生誕地碑

でころぼ坂

江戸口門跡

銀行

亀山東小学校

陰涼寺山

亀山高校

露心庵跡

浄源寺

上池
下池

能褒野神社
二の鳥居

至和田
　井田川
　庄野宿

至国道１号
　亀山バイパス

至津

至四日市

ポケットパーク

本町公園

本町広場

巡
見
道

ローソク工場

車は通れ
ません。

306

亀山市文化会館

本
町

栄
町

北
山
町東

台
町

渋
倉
町

北山

東台

渋倉

東町

横町

万町
西町

南崎

池之側

西新町

市ヶ坂町

西之丸

鍋町

東新町

江ヶ室

茶屋町

東
丸
町

本
丸
町

西
丸
町

東
町

西
町

〒

〒

愛宕山 旧地名

石井兄弟
敵討の碑

　高
札
場
跡

亀
山
城
大
手
門
前
一
帯
は
、
宿
の

中
心
的
な
位
置
と
な
り
、
高
札
場

・
本
陣
・
脇
本
陣
な
ど
の
主
要
施

設
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
大
手

門
か
ら
高
札
場
に
か
け
て
は
広
場

と
な
っ
て
お
り
、
城
主
在
城
時
に

諸
大
名
が
亀
山
宿
を
通
過
す
る
際

は
、
「
御
馳
走
」
と
称
し
て
出
迎

え
の
儀
礼
を
行
う
な
ら
わ
し
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　あ　 

み
　
だ
　
さ
ん  

ぞ
ん

   

遍
照
寺
阿
弥
陀
三
尊
像

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
快

慶
の
弟
子
の
行
快
の
作
と
み
ら
れ

ま
す
。
脇
侍
の
勢
至
菩
薩
立
像
は

建
長
4
年
（
１
２
５
２
）
院
春
、

観
音
菩
薩
坐
像
は
、
同
年
、
院
寛

の
作
で
す
。
い
ず
れ
も
県
下
の
み

な
ら
ず
全
国
的
に
も
貴
重
な
鎌
倉

時
代
彫
刻
の
作
例
と
し
て
、
本
尊

は
平
成
11
年
に
、
両
脇
侍
は
平
成

14
年
に
三
重
県
指
定
文
化
財
（
彫

刻
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　亀
山
藩
主
石
川
家
菩
提
寺

亀
山
城
付
近
に
は
、
亀
山
藩
主
石

川
家
菩
提
寺
で
あ
る
、
梅
巌
寺
、

本
宗
寺
、
本
久
寺
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
寺
は
も
と
も
と
亀
山
に

あ
っ
た
寺
で
は
な
く
、
石
川
家
の

転
封
に
と
も
な
い
移
転
や
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。
石
川
家
歴
代
藩

主
の
墓
は
大
部
分
が
江
戸
の
大
久

寺
に
あ
り
、
亀
山
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
本
宗
寺
本
堂
は
、
亀
山

城
三
重
櫓
の
旧
部
材
を
使
っ
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　 

ぜ
ん 

ど
う 

　
じ

　善
導
寺

元
は
亀
山
城
本
丸
付
近
に
あ
り
、

岡
本
宗
憲
が
築
城
す
る
に
あ
た
っ

て
現
在
地
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
古
刹
で
す
。
境
内
に
は
亀
山

城
本
丸
か
ら
出
土
し
た
石
造
物
が

安
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
墓
地
内

に
は
江
戸
時
代
初
期
の
亀
山
城
主

三
宅
康
信
室
で
あ
る
清
光
院
墓
塔

や
藩
校
明
倫
舎
学
頭
の
柴
田
右
仲

墓
（
市
史
跡
）
が
あ
り
ま
す
。 

　へん 

じ
ょ
う 

じ 

　遍
照
寺
本
堂

文
久
2
年
（
1
8
6
2
）
に
建
て
ら

れ
た
亀
山
城
二
之
丸
御
殿
の
大
書

院
と
式
台
部
分
を
、
明
治
5
年
に

移
築
し
た
も
の
で
す
。
壮
大
な
大

名
御
殿
の
姿
を
示
す
貴
重
な
遺
構

で
す
。 

　   

た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
　
や

　旧
舘
家
住
宅
（
枡
屋
）

枡
屋
は
幕
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
呉

服
商
を
営
ん
で
い
た
大
店
で
、
現
在

の
主
屋
は
明
治
6
年
（
1
8
7
3
）

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
亀
山
宿
を
代

表
す
る
商
家
建
築
と
し
て
平
成
19
年

に
市
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　青
木
門
跡

亀
山
城
の
搦
手
門
で
、

亀
山
城
に
泊
ま
っ
た
徳

川
家
康
が
こ
の
門
を
通

る
と
き
に
、
門
一
帯
に

ア
オ
キ
が
茂
っ
て
い
る

こ
と
を
賞
賛
し
た
こ
と

か
ら
青
木
門
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。 

オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
が
見
た
亀
山
宿

長
崎
出
島
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
館
長
は
、

将
軍
に
謁
見
す
る
た
め
、
長
崎
と
江
戸
の
間
を
旅

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
随
行
し
た
商
館
員
の
旅
行

記
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ン
ペ
ル
（
ド
イ
ツ
人
医

師
）
の
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
や
、
シ
ー
ボ
ル

ト
（
ド
イ
ツ
人
医
師
）
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
な

ど
で
す
が
、
特
に
ケ
ン
ペ
ル
は
亀
山
宿
を
詳
細
に

記
述
し
て
い
ま
す
。

【
元
禄
4
年
（
１
６
９
１
）
4
月
14
日
　
江
戸
か

ら
長
崎
に
向
か
っ
た
折
】

「
亀
山
は
大
き
な
豊
か
な
町
で
、
二
つ
の
平
ら
な

丘
の
上
に
あ
り
、
真
ん
中
に
小
さ
な
谷
が
通
っ
て

い
た
。
門
が
一
つ
と
土
塁
と
石
垣
が
あ
っ
た
が
、

曲
が
っ
た
肘
の
よ
う
に
な
っ
た
道
に
は
、
郭
外
の

町
々
の
家
を
除
き
、
約
２
０
０
０
戸
の
家
が
あ

り
、
右
側
に
は
堀
や
土
塁
や
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
た

城
が
あ
る
。
」

『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
平
凡
社

1
9
7
7
年
　
斎
藤
信
訳

　亀
山
市
歴
史
博
物
館

亀
山
藩
主
遺
品
や
亀
山
宿
・
亀
山

城
復
元
模
型
な
ど
、
亀
山
市
の
歴

史
文
化
に
関
す
る
資
料
が
収
蔵
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
画
展
の
ほ

か
に
年
数
回
テ
ー
マ
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
館
料
　
大
人
2
0 

0
円
（
1
6
0
円
）
学
生
1
0
0

円（
80
円
）
※
（
　
）
内
は
20
名
以

上
の
団
体
　
休
館
日
　
火
曜
日
・

年
末
年
始
　
0
5
9
5
ー
8
3
ー

3
0
0
0 

し
ん 

ぎ
ょ
う 

と
う  

り
ゅ
う   

ぶ    

げ
い   

か
た

心
形
刀
流
武
芸
形

 

い  

ば  

ぜ  

す
い
け
ん

伊
庭
是
水
軒
が
創
始
し
た
剣
術

の
流
派
で
、
江
戸
四
大
道
場
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

せ
つ
り
ゅ
う
け
ん

奥
義
を
学
ん
だ
山
崎
雪
柳
軒
が

亀
山
に
道
場
を
設
立
し
、
亀
山

藩
の
流
儀
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
赤
心
会
に
よ
っ
て
亀
山
に

だ
け
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
50
年
に
三
重
県
指
定
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　加
藤
家
屋
敷
跡

加
藤
家
は
江
戸
後
期
の
亀
山
城
主
石
川

家
の
家
老
職
で
、
そ
の
屋
敷
地
の
大
半

と
、
長
屋
門
・
土
蔵
・
主
屋
の
一
部
な
ど

が
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
武
家
建
築
の
状
況
を
示
す
貴

重
な
例
と
し
て
、
長
屋
門
・
土
蔵
が
市

指
定
文
化
財（
建
造
物
）に
、
敷
地
の

大
半
が
市
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　  

ろ    

し
ん  

あ
ん

　露
心
庵
跡

天
正
11
年
（
1
5
8
3
）
に
こ
の

付
近
で
行
わ
れ
た
合
戦
の
戦
死
者

を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た
小
堂

の
跡
で
す
。
こ
こ
か
ら
西
が
亀
山

宿
と
な
り
ま
す
。 

　じゅ
ん
け
ん 

ど
う 

　巡
見
道
・
本
町
広
場

東
海
道
と
巡
見
道
と
の
分
岐
点
で

す
。
巡
見
道
は
東
海
道
か
ら
分
か

れ
て
鈴
鹿
山
脈
の
東
麓
を
縦
貫
し

て
中
山
道
へ
抜
け
る
道
で
、
江
戸

時
代
に
各
地
の
政
情
を
査
察
す
る

巡
見
使
が
通
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
あ
り
ま
す
。 

　 

ふ
く  

せ
ん   

じ    

さ
ん  

も
ん 

　福
泉
寺
山
門

福
泉
寺
は
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
す
。
山

門
は
寛
政
7
年
（
1
7
9
5
）
の

建
立
で
、
近
世
の
地
方
有
力
寺
院

の
典
型
的
な
建
築
例
と
し
て
、
平

成
8
年
に
市
指
定
文
化
財
（
建
造

物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

亀
山
宿
の
町
家
建
築

亀
山
宿
の
街
道
沿
い
に
は
、
古
い
町

家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
前
面

意
匠
は
、
１
階
が
出
格
子
戸
・
格
子

戸
な
ど
を
並
べ
、
建
て
ら
れ
た
当
時

の「
す
り
上
げ
戸
」
が
残
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
2
階
は
化
粧
貫
を

見
せ
た
黒
漆
喰
壁
や
格
子
戸
・
戸
袋

な
ど
が
並
び
ま
す
。
軒
は
１
階
庇
、

2
階
軒
と
も
に
、
梁
を
建
物
か
ら
突

き
出
し
て
桁
を
受
け
る「
出
桁
造
り
」

と
呼
ば
れ
る
形
式
で
す
。
亀
山
宿
の

町
家
の
代
表
的
な
例
が
旧
舘
家
住
宅

で
す
。

志
賀
直
哉
と
亀
山 

志
賀
直
哉（
1
8
8
3
〜
1
9
7
1
）

は
、宮
城
県
石
巻
市
生
ま
れ
の
小
説

家
で
す
。わ
が
国
に
お
け
る
私
小
説

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、「
小
説
の
神

様
」と
賞
さ
れ
、昭
和
24
年
に
文
化
勲

章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。志
賀
直
哉

の
生
母
は
亀
山
の
出
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
、若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
母
の
面

影
を
求
め
て
亀
山
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

17
年
の
歳
月
を
か
け
て
執
筆
し
た
長

編
小
説
で
あ
る『
暗
夜
行
路
』に
は
亀

山
駅
か
ら
亀
山
城
跡
な
ど
を
巡
っ
た

情
景
が
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

ほ
う  

い
ん   

じ   

ひ
だ
り 

ま

　法
因
寺
左
巻
き
カ
ヤ

推
定
樹
齢
3
0
0
年
の
巨
樹
で
、

実
に
見
ら
れ
る
竪
筋
が
左
巻
き
と

な
る
珍
し
い
カ
ヤ
の
木
で
す
。
昭

和
26
年
に
市
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
梅
巌
寺
）

　いい  

ぬ
ま  

よ
く  

さ
い   

せ
い   

か   

あ
と

　飯
沼
慾
斎
生
家
跡

飯
沼
慾
斎
（
1
7
8
3
〜
1
8
6
5
）

は
、
亀
山
西
町
で
西
村
守
安
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
12
歳
で
美

濃
大
垣
の
飯
沼
長
顕
の
も
と
に
身
を

寄
せ
、
後
に
飯
沼
家
に
養
子
に
入
り

ま
し
た
。
京
都
で
漢
方
医
学
と
本
草

学
を
学
び
、
さ
ら
に
江
戸
に
出
て
蘭

学
を
修
め
、
大
垣
で
医
者
を
開
業
し

ま
し
た
。
50
歳
で
引
退
後
、
研
究
に

没
頭
し
わ
が
国
で
初
め
て
リ
ン
ネ
分

類
法
に
よ
る
植
物
の
分
類
を
行
い
、

『
草
木
図
説
前
篇
』を
著
し
ま
し
た
。

旧
来
の
本
草
学
を
科
学
的
に
立
証
さ
れ

た
植
物
学
へ
と
転
化
さ
せ
、
ま
た
、
火

薬
調
合
や
写
真
撮
影
法
の
研
究
を
行

う
な
ど
、
わ
が
国
の
近
代
科
学
の
礎

を
築
い
た
ひ
と
り
で
す
。 



亀
山
宿

イ
ラ
ス
ト
案
内
図

亀山宿
亀山宿は、いつごろ町が立てられたかは定かで
はありませんが、文明14年（1482）の文書に
「亀山」とあることから、15世紀の終わりには
町が成立していたとみられ、発掘調査の結果も
これを裏付けています。16世紀中ごろには亀山城が築かれ、以後は関氏の城
下として発展したことがうかがえます。江戸時代には、東海道53次の江戸か
ら数えて46番目の宿場町として、露心庵から京口門までの約2.5kmにもおよ
ぶ宿となります。宿の置かれた亀山町は東町・西町からなり、さらにその中が
9つの町に分けられていました。城下と併せた町の規模は大きいのですが、本
陣・脇本陣は各1軒しかなく、江戸後期の段階で旅籠も21軒と多くありません。
伊勢参詣の経路からは外れているため、紀行文などでは「さびしき城下」と表
現されていることもあります。本陣や高札場など宿の主要な施設は失われてい
ますが、宿内の随所にかつての面影を留めています。
	

伊勢亀山城
伊勢亀山城は、文永2年（1265）に関実忠が若山の地に築いたと伝えられま
す。中世の亀山に勢力を誇った関氏の居城で、現在の場所に16世紀中ごろま
でには移っていたと考えられます。天正18年（1590）、岡本宗憲によって天
守を築造するなど修築を行い、本多俊次が寛永13年（1636）から3ヵ年を掛
けて行った大改修によってほぼ現在の城地が確定しました。東海道の要衝とい
うこともあって、城主はその多くが譜代大名で、延享元年（1744）に石川総
慶が入城後は、明治まで石川家が城主を務めました。なお、丹波亀山城（京都
府亀岡市）の天守を壊すように命じられた堀尾忠晴がまちがえて伊勢亀山城の
天守を取り壊したと伝えられ、以後天守は再建されませんでした。明治6年
（1873）の廃城令により城内の建造物はその大部分が取り壊されましたが、
現在は本丸東南隅の多門櫓と石垣（県史跡）、外堀、二之丸から西出丸の北側
の土居が良好な状態で残っています。また、多門櫓は、平成23・24年度に行っ
た「平成の大修理」により江戸時代後半の姿に復原され、平成27年3月5日に
県有形文化財（建造物）に指定されました。

■見学される皆様へのお願い
亀山宿の旧東海道の散策に当たっては次の点にご留意ください。
・旧東海道沿道は歴史遺産であると同時に、生活の場でもあります。	
　マナーを守って散策をお楽しみください。
・狭い道のうえ、生活道路のため交通量が相当あります。
　歩行中の安全は各自十分お気をつけください。
・ゴミは各自お持ち帰りください。

交通のご案内
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古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

亀山市携帯サイト

亀山市	生活文化部	文化スポーツ課	まちなみ文化財グループ
〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1

TEL	〈0595〉96 − 1218
FAX	〈0595〉96 − 2414

E-mail：bunkazai@city.kameyama.mie.jp


